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報告事項２ 平成２７年度事業経過報告について 

 

１．和島地域アンケート調査 

 

(1) アンケート調査の概要 

① 経緯 

昨年 4月 1日の新潟日報で、越後交通路線バスの小島谷線に係る記事が掲載

され、その中で和島地域における地域公共交通の維持についての課題が提起さ

れた。 

これを受け、バス事業者側と協議を行い、和島地域住民の移動の現状及び意

向をを確認することとしたもので、和島地域の全世帯を対象としたアンケート

調査を行った。 

② 長岡駅＝槇下・成沢＝与板＝小島谷駅線の状況 

 

 

 

■時刻表（H27.3.14～） 

■基本データ 

・路線延長：25.1km（バス停：49 箇所） 

・便数：3.5 便（H25.4～：5.5→4.5 便、 

H27.3～:4.5→3.5 便） 

・運賃（長岡駅前＝小島谷駅前間）：670 円 

小島谷駅
発

与板仲町
発

成　沢
発

槇　下
発

長岡駅前
着

6:35 6:51 7:01 7:09 7:36

8:50 9:06 9:16 9:24 9:51

14:05 14:21 14:31 14:39 15:06

長岡駅前
発

槇　下
発

成　沢
発

与板仲町
発

小島谷駅
着

12:50 13:12 13:19 13:31 13:51

14:30 14:52 14:59 15:11 15:31

16:40 17:02 17:09 17:21 17:41

18:00 18:22 18:29 18:41 19:01
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③ 調査目的 

本調査は、路線バス（長岡駅～小島谷駅間）、和島地域乗合タクシーの運行

効率化の検討および公共交通空白地域の検討を行うための基礎データを得る

ことを目的とする。 

 

④ 調査対象地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）長岡市住民基本台帳（平成 27年 4 月 1日現在） 

・調査対象は和島地域の全世帯（1,333 世帯）とする。 

・各世帯に調査票を 2部配布する。 

・各世帯の回答者（2名）は、以下の優先順位で決定する。 

①高校生→②公共交通の利用頻度が高い人→③外出頻度が高い人 
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⑤ 配布回収状況 

 

 

 

 

 

⑥ 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ.路線バス(長岡駅～小島谷駅)の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配布 回収 回収率（世帯） 

世帯数ベース 1,280 世帯 958 世帯 75％ 

調査票ベース 2,560 部 1,724 部 － 

 

A.路線バス(長岡駅～小島谷駅)の利用状況 

○路線バス(長岡駅～小島谷駅)を週に1日以上利用する人は約3％と少

ないが、高校生のみに着目すると、週に 1日以上利用が約 4分の１

を占める。 

B.バス利用者を増やすために効果的だと思う取り組み 

○バス利用者を増やすために効果的な取り組みとしては、「運行ダイヤ

見直し」が 48％と も高く、次いで「自宅近くまで運行」35％、「目

的地のすぐ近くまで運行」34％となっている。 

C.路線バス沿線地域への外出時の時間帯 

○路線バス沿線地域への出発時間帯として多いのは、通勤・通学が朝

の時間帯、買い物が 10 時台、通院が 8時台となっている。 

D.外出時の目的地 

○外出時の目的地は、リバーサイド千秋を含む大島中学校区が多い。

一方で、路線バス沿線地域にもニーズがみられる。 

ほぼ毎日

1%

週に数日程度

1%

週に1日

1%

月に1日

程度

10%

月に1日より

少ない

74%

無回答

13% 週に1日以上
利用する人は

約3％

■全年代 ■高校生のみ

ほぼ毎日

20%

週に数日程度

3%

週に1日

3%

月に1日

程度

12%

月に1日より

少ない

54%

無回答

8%

週に1日以上
利用する人は

約26％

（n=1724） （n=65）
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Ｂ.バス利用者を増やすために効果的だと思う取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ.路線バス沿線地域への外出時の時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48%

35%

34%

28%

27%

26%

11%

9%

4%

7%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①運行ダイヤ見直し

⑨自宅近くまで運行

⑧目的地のすぐ近くまで運行

②運賃を安くする

④運行ルートの見直し

③急行便の運行

⑦バス停の上屋整備

⑥乗降りしやすい車両の導入

⑤定時性向上

⑩その他

無回答

(n=1724)

「運行ダイヤ見直し」が
48％と高い割合

利用する

42%

利用しない

37%

無回答

21%

約4割の人が
利用すると回答

取り組みを実施した場合、
公共交通を利用するか

（n=1724）

2 2 1 3 4
7 9

20
17

109

16

6

19

26

34

21
24

8 8
4

20 21
24

12 11
6 5 3

0
0

10

20

30

40

午前 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時以降

（人）

24 23 20

2 1 4 12 3

21
32

59

18

38

7

18

41

18
9

4
11

0

20

40

60

7時以前 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 午後

（人）
■出発時刻

路線バス
(6:35発)

路線バス
(8:50発)

乗合ﾀｸｼｰ
(16:35発)

路線バス
(14:05発)

買い物は10時台が多い

通院は8時台が多い

通勤・通学は
朝の時間帯が

多い

24 23 20 2 1 4 12 3 21 32 59 18 387 18 41 18 9 4 11010203040506070 通勤・通学 買い物 通院
■帰宅時刻

路線バス
(13:51着)

路線バス
(15:31着)

路線バス
(17:41着)

乗合ﾀｸｼｰ
(20:16着)

路線バス
(19:01着)

帰宅時刻は全体的に
バラついている
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Ｄ.外出時の目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) これまでの経過 

 

アンケート調査取りまとめ後において、和島地域委員会「公共交通・生活交通

確保対策」分科会と区長会議が開催され、その中でアンケート調査結果や地域生

活交通についての説明を行った。 

○第１回 和島地域委員会分科会 

  日 時 ： 平成 27 年 9 月 15 日（火） 18 時 30 分から 

  場 所 ： 和島保健センター １階 検診ホール（和島支所内） 

  議 題 ： 公共交通アンケート調査結果について 

○区長会議 

  日 時 ： 平成 27 年 10 月 8 日（木） 9 時 30 分から 

  場 所 ： 和島支所 ３階 大会議室 

  議 題 ： 公共交通アンケート調査結果ほか 

○第２回 和島地域委員会分科会 

  日 時 ： 平成 27 年 11 月 26 日（木） 18 時 30 分から 

  場 所 ： 和島支所 ３階 第一委員会室 

  議 題 ： 他地域（山古志、小国、川口地域等）での交通に関する取り

組み状況について（地域生活交通） 

 

0

100

200

300

400
東北中学校区

通勤
通学

買い物 通院

0

100

200

300

400
大島中学校区

通院通勤
通学

買い物

0

100

200

300

400
東中学校区

通勤
通学

買い物 通院

0

100

200

300

400
北中学校区

通勤
通学

買い物 通院

リバーサイド千秋を含む
大島中学校区が多い

無回答

週に1日より少ない

週に1日

週に数日程度

ほぼ毎日

19

364

169

121

26 49

75

7 1

6 6 3

《主要施設》
●北長岡駅

《主要施設》
●中越高校
●中央病院

《主要施設》
●長岡駅
●立川病院

《主要施設》
●リバーサイド千秋
●イオン
●赤十字病院

路線バス
沿線地域にも
ニーズあり
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(3) 今後の取組予定 

 

○別紙のリーフレット（越後交通㈱作成）を全世帯に配布し、小島谷線の利用

促進を図る。 

 

・小島谷線路線マップ 

・バスの乗り方及び乗換案内   

 

○和島地域委員会分科会での検討結果を踏まえた小島谷線のダイヤの改正な

どに取組んでいく。 

 


